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在り方検討会議の開催(R3.1～R4.5)

埼玉県市町村振興協会助成金を財源とする市町村事業費について、将来的に収支が均衡できない見込みが生じたことから、
彩の国さいたま人づくり広域連合の在り方を検討し、構造的な財源不足を解消して事業を継続していくために実施。

令和４年度の状況 令和５年度の状況

組織・事業等の見直し等により、

令和13年度までは市町村負担金
発生を回避できる見込み

❖広域連合の収支見通しについて

毎年度、予算編成を踏まえて収支
不足額を推計し、１月開催の連絡
調整会議において提示。

市町村事業費の収支見通しの回復

埼玉県市町村振興協会助成金の見通し回復により、

当面の間、収支不足額が生じることなく、現在と同規模の
市町村事業を実施できる見込み

※あくまで現時点の見込みであり、経済情勢の悪化等で助成金が減少する場合もあり得る。

❖広域連合の収支見通しについて(今後の報告)

現在の見込みに変化が生じた場合には、適宜連絡調整会議に報告し、

財源不足への対応を検討。


